
分で理解！❺構造設計⼀級建築⼠が教える

構造⽂章問題
〜構造特性係数(Ds)編〜



���過去問を抜粋

（引⽤元：建築技術教育普及センター）

・構造特性係数Dsは、⼀般に、架構が靭性に富むほど
 ⼩さくすることができる。(R1-25-4)

・構造特性係数Dsは、⼀般に、架構が靭性に富むほど
 ⼤きくすることができる。(R4-26-4)

・構造特性係数Dsは、建築物の振動に関する減衰及び
 各階の靱性に応じて、建築物に求められる
 必要保有⽔平耐⼒を低減する係数である。(R5-24-1)
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�❶���⼒×変形＝吸収能⼒

強度型(ガチガチの建物)=2Qの⼒×δの変形→靱性・低
靱性型(グニャグニャの建物)=Qの⼒×2δの変形→靱性・⾼

強度型と靱性型を吸収能⼒で⽐較すると、



��❷���強度型と靱性型で⽐較

グニャグニャの建物は、ガチガチの建物よりも1.75倍もの
耐震性能を持っていることになるんよ！→靱性型が有利

広島弁で⼀⾔



��❸��靱性型の耐震性能の内訳

つまり、塑性変形の負担が全体の85%を占めとるけぇ、
変形能⼒が⼤きいほど、エネルギーを吸収できる！！

広島弁で⼀⾔



��ここまでで、⼀度整理する

靱性型のように変形能⼒の⼤きい建物は、
⾃分の変形する⼒でより多くの地震⼒を
吸収できるコトが分かった！！

裏を返せば、靱性型の建物は強度型よりも
⾃分の変形でエネルギーを吸収できるため、
その分だけ⽔平⼒を低減しても良いのでは？

→これが、⽔平⼒を低減させるDsの考え⽅！



��❹���Dsを使って⽐較

強度型→変形⼩→靱性低→Ds⼤→Qun⼤
靱性型→変形⼤→靱性⾼→Ds⼩→Qun⼩

強度型と靱性型でQunを⽐較



Dsとは…建物の必要保有⽔平耐⼒を低減させる係数

・ガチガチの建物(強度型)は、変形能⼒が⼩さいため
必要保有⽔平耐⼒をDsであまり低減できない。(Ds⼤)
よって、必要保有⽔平耐⼒Qunも⼤きくなる！！

・グニャグニャの建物(靱性型)は、変形能⼒が⼤きいため
必要保有⽔平耐⼒QunをDsで⼤幅に低減できる。(Ds⼩)
よって、必要保有⽔平耐⼒Qunも⼩さくなる！！

��❺���まとめ



※ほんの⼀部を掲載

沢⼭のメッセージありがと！！
俺は、フォロワーの皆んなにいつも
⽀えてもらっとんじゃ、と感謝する毎⽇！！
素直にブチ嬉しい！！笑

にやり



〜今回も沢⼭のDMお待ちしてます〜

今回のDsの考え⽅について、僕なりにできる限り
数値化して皆さんにイメージできるよう⼯夫した！

逆に訳が分からんくなったら、公式LINEで
質問してください！

しっかりと、対応させて頂きます！！


